
「神戸大学総合ボランティアセンター」 設立趣意書

<売起人（アイ・)-r.ぇ•,•I|n; > 
i白 1ぷ渓 し法学部4|£性：丸穀区汎様iIi所芸ジン・テ（ア）
|：|; :1 ．． う居花‘ （自然科学研究科「）2： i藷Iヌ苅粒ilp）玉浜絡会・止話人）
藤本多；’i呼； （教合‘学研究科： iiJIビポランテ（ア母馳J
|，i'沼澤秀 国遠学部4同生，・神大学J|こボ‘ランテ（ア）

＜目的＞

被災地の中心に位置する総合大学として

ボランティア活動を通して、地域及び大学の活性化を図る。

0ポランティア＄且捺として特定の利益を求めない。
（こ項．i易‘での活動と大学‘で出来I；活動を有．啜rIく］に栢びつける，
〇教布とii鳴をとりながら学生がj;1本となって汚動する"
（）所楓学 it|iにとらわれずに活弛~iふ

く活動）錢I>
〇ホランティアの機会を提1共するための窓nとなる'
（既存のホランテ・fア組織との通撲も持つ。）

C)活動報告をとりまとめ知
く）ボランテ••（ア活動における疇、梵見を気軽に交換できる場炉提供する．:
C)活動報告から見えてきた問雁を検屁、！殺論し現場へのフィードバックを図るc
〈総合活動〉

〇活動潰報を公問するc

↓ 
ボランティア活動を通して、学術研究の場を提供し研究の成果を公開する。

＜只休的な窓［＇］の仕—}i ：：：.-
(）‘7,9ールドからの．ニ・ズを吸いしげる a

ご暉6.）|i|1本とJ.}連携，
（ミーティング） ｝—炉i＇訂i.，iの—..元乞

〇泊動＃1it!f内容をネlllJコ人・:|＝.iこ1.ミ|｝りする、J
〇ポランテ／アの受け付けをする（名簿I,̂：成） c 
C.）参．I｝［I者に対して剪・,I,品の情報、状況必．りを行孜底L.た」；，咬甜．場に裕加してもらう。

く必要とされる設Iiiiiン>
*社|；屋（談，；tI、ミ•ーティング9)できみ imiii)
＊咆話
*FAX 
*ti~え証I線 (Ilを低 3 |μ線 i.,；塁、 Fi,¥X.Jヽ ソコンj釦」；
*:"Jンとュータ・・・ (PC) (/位低3白｝
＊モデム
＊インターネットヘのアカウント



「システム概略固」

神大関係者及び希望者

-T. 
i 

ポランティア

希望者

チャリティー

企画
研究 広告，出版
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総合ポランティア

センター

人の流れ

情報、知識の流れ

＜総合活動の具体案＞

1、反省会及び討論会（週一回程度）

2.センター会議（月 2回程度）

〇活勘報告をまとめる．

くー）そこから見えてきた問超点を話し合う。

3.フィールドの活動に根ざした勉強会〈教官を交えて）

4.以上の活動を総括し必要に応した企画を行う

（シンボジウム、講演、チャリティー、広告，出版等）

連絡先：

E-mail: tanaka@lhepsun1.phys.kobe-u.ac.jp（田中＠自然科学）

TEL : O 3 O • 9 2 • 9 0 8 O 6 「携帯」 （前澤）
0798-51-9040 「下宿J （前澤）



理享会 i社会賃献センター（代表：稲村）
横成員：学生と教官半数ずつ いIJ{t若：飾吾

"＇’;,．皿•9 ■一9999

理事会（評説会

代表 （稲村）

副代表 （前澤）

会計 （松本）

巴口1旦当 (.1J隅）

渉外学内」．総務 （葬本）

惜報処理システム （田中）

会計

旦当：松本

般窓口

且当：山限

報シス訟

麟 ： 圧•ー中」

企画

総務

渉外

担当；藤本

―ーマ研究

1 :ボランティアそのもの

2 :ポランティア活動で見

えてきた問題

シンポジウム

・ゴ

2
 

出版



検討事項

.l センターの名称

2 設｛f．趣旨0)承認 or改．IE'．

3 センターの中立性について

偏lfi:(JJ認められる団II本！ま、最初から排除する

(1r 

？り）ゴを広く開放し、 ]l!llJ会で評絨にかける

4 センターと各参1Jr直l(人./J){i'i.fr閉付けの確謀

（センタ と団体がお出いに菜たす役名tのl炉1/([＇r.）

5 規約の検討

6 J'I！甲会について

• #Ii'！昇会構l虹；；iの決定

•'：空（土：教’宮の割合

・決誦方法

7 人学におけるセンクーl!）（釘覆付け

公認。し． 3|：公給！

8 公認を求めるとすれば、どのような形で行うか。

9 第一1百1センクー1"Fli会のFl程



1 河体の名称

神，ゴ大学社会点献センター。l• 神戸大学総合ポジンティア・センタ・E

2 センター担当者氏名（予定）

センター•代表 稲ド和芙（法学部4回牛）

副代表 所I序孝秀（経営学部4回生）

会計 松太聡子（経営学部3回生）

窓口担当 山隅美甲（法学ti/ふ：l／可生）

総務・渉外 蔽本多貞季（教鳶学研究科）

惜報処碑 [[IItl秀治（自然禄学研究科）

3 設立迎旨

•神戸大学0パ細1+及び困人が地域社会において活1））を行うにあたり、

惜報を一元化し、呻戸大学内でのハプセンターと：しての役川を担う:

• !t翡良社会における実院Q)活動を通じて、已L.:'.(/) "JI題としてとらえたtl・会炭象を

学燦的に研究し、現実に活かすことで、学生として社会的役割をK認し、その吉

任を呆たす，；またこれら0}研究汗勅によって、 tl月々の学「試分野にも斉 r:j•する，，そ

の一迎ヽ9活勁により大‘芹の活性化を図る。

•1 センタ の呉体的役忠lj

・個人及ひ参加迂Ii木から•惜報を吸い上げて整則、管財！し、参加I:t1体がりヽつでも情歿

を引き出せるようにしておく。

・個人ポラン：ディア0)；., ＿ディネー 9ヽ を行うe

（センター →地域社会、ヤンター →参加：正体）

5 規約

・センターに参加する団体は、地域社会に根差したiと助を前捉としているもの

に限る。

・センターに参加する団体の活曲名の過半数は、呻戸大学と卜であるものとすか，

・センタヽ．に参加する団体は、 (1.）活動者名 （？）活劫内容 (3）会計を

センターに報告する義務を自う。

・センター自体の活勁者、活勁内容、会けtは、誰でも苅ることができる。
・参加団体は、原flll的に独自に活勁を行うが、このセンターー自体が特定0)

努力団体（非参jJU団体を含む）に荷411,することはない。

・巌低年に一匝、センター—理誰会議を開く c



6 pgポ会

•以下のメンバ・により、隅那会を描，成し、センター全体の窓．忠決定を行う。

(1)センターの代袋及び目IJ代表（個人参加者を代表する）

(2)参加団（本の代表

(3)教官

・学生と教虹）割合は半数すつとする。

・センターに関わる団体及び悧人が昔しく中tf．件を欠く場合などは、

迎＃•会の評滋にかけられる。

・センター及び参i'Jn団体の会計毅生、活勁内容に対する怠兒交換等を行う。

・センター役員0)fi•任・不信任を決議する。

. 7 予狛

・当I．日の返頌狩金は、汽同教授から!J)奇f寸と、センターを追符する学生が出しあって

胎うもりつとするっ

・将米、センタ一に梨まる洛｛寸がJLiiに多叛になった場合にば、郎車会において、

各参i~il団体への配分を検討する c

料：）以1：は、あくまでもl痕索（たたき台）ですn




